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事業内容・目

標達成状況

の振り返り

ほぼ目標は達成した。24年度末に、常設型が1カ所廃止になった。

改革改善

の考え方

①問題

点

常設型が7カ所になってしまったため、計画に基づき増やす必要がある。また、直営のつどいのひろばが１カ所残っており、

民営化を検討する必要がある。

②改革

提案

常設型の拠点の増について検討する。座光寺つどいの広場については、老朽化とシロアリの被害などにより施設の継続使

用が困難になってきているため、改修を行う。

総事業費①+② 34,700 34,164 36,291

人件費計（千円）② 715 2,825

39,266

正規職員所要時間 200 790

臨時職員所要時間

一般財源 21,531 17,193 16,733

その他

起債

県支出金 790

国庫支出金 11,664 16,971 16,733

事業費計（千円）① 33,985 34,164 33,466 39,266 [24特定財源]　（国）子育て支援交付金（子育て支

援）(１／２)

25年度予算額 特定財源内訳、補足

19,633

19,633

事業コスト 23年度決算額 24年度予算額 24年度決算額

24

年

度

事

業

内

容

１　地域子育て支援拠点事業

（１）週５日型　２カ所    座光寺、カンガルークラブ

（２）週５日型機能拡充型　１カ所　わいわいひろば

（３）週３～４日型　５カ所　おしゃべりサラダ、くまさんのおうち、なかよし広

場ぞうさん、ひだまりサロン、アイキッズスクエア

（４）出張型つどいの広場のモデル事業実施　１カ所　おしゃべりポトフ

２　子育てひろば全国連絡協議会基礎講座研修（２日間）

１　設置数(常設型)

２　回数

１　　　　　　　８カ所

　　　　(出前型１カ所)

２　　　　　　　１回

事業内容 名称 活動指標

事

業

概

要

新すくすくプラン後期計画対象事業

飯田市次世代育成行動計画の最重要課題である、「親の育児力向上」と「子育ての行き詰まり防止」対策事業。主に乳幼児を持つ親子が

日常的に集う子育ての地域拠点。「孤独な子育て」を解消するとともに、育児に対する「知識・技術・自信」を身につけていただくため、次の

役割を担う。

①育児についての情報交換や学びあいの常設の場の提供。②「子育てはたいへんだけど喜び」という子育て意欲をつくり出す。

③子育てアドバイザーが育児相談や育児関連情報を提供。④子育て講習会の定期的実施。

目

標

種別 24年度実績 25年度計画

定性

目標

成果

指標

延べ利用者数 40000 39616 41000 45000

8 8 10

指標名及び単位 24年度計画

成果

指標

地域子育て支援拠点設置数 8

28年度見込み

３歳未満児数（各年4/1,住基+外

登）

2768

意図（どういう状態

にするか）

家庭での子育てを密室型から地域子育て型に転換し、子

育ての孤立化や行き詰まりが防止される。就園前乳幼児

の親子が気軽につどい、共同育児体験の中から家庭養

向上させたい上位施

策の成果指標

子育てしやすいまちだと感じている人の割合（％）

備考（指標変更など）

目

的

対象（誰・何を） 就園前乳幼児の親子

対

象

指

標

指標名及び単位 24年度数値

施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実

基本計画上

の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

課等名 子育て支援課 係等名 子育て支援係

事業種別 政策 開始 20 終了

事務事業名

会計 一般会計

地域子育て支援拠点事業

37 事業№ 13 34平成24年度事務事業実績評価表【政策・経常共通】 政策№ 3 施策№


